
民
生
委
員・児
童
委
員
と
は

民
生
委
員・児
童
委
員
の

　
　
　

３
つ
の
基
本
姿
勢

主
任
児
童
委
員
と
は

民
生
委
員・児
童
委
員

　

民
生
委
員
制
度
は
、
民
生
委
員
制

度
の
源
で
あ
る
岡
山
県
の「
済
世
顧

問
制
度
」が
創
設
さ
れ
た
大
正
６
年

か
ら
数
え
、
平
成
29
年
に
創
設

1
0
0
周
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
制

度
で
す
。

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
、
児

童
福
祉
法
の
規
定
に
よ
り
児
童
委
員

を
兼
ね
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

（
無
報
酬
）で
活
動
し
、
担
当
区
域
で

は
、
福
祉
に
か
か
る
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
に
応
じ
、
行
政
を
は
じ
め
適
切
な

支
援
や
サ
ー
ビ
ス
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」

の
ほ
か
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
世
帯

の
見
守
り
、
安
否
確
認
、
子
ど
も
た

ち
へ
の
声
か
け
な
ど
地
域
の
福
祉
を

担
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
中
か
ら
児
童
福
祉
の
専
門

的
な
知
識
・
経
験
を
有
す
る
こ
と
を

要
件
に
厚
生
労
働
大
臣
が
指
名
し
ま

す
。
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支

援
を
専
門
に
担
当
す
る
民
生
委
員
・

児
童
委
員
で
、
児
童
福
祉
に
関
す
る

機
関
と
児
童
委
員
と
の
連
絡
調
整
や

児
童
委
員
の
活
動
に
対
す
る
援
助
や

協
力
を
行
い
ま
す
。

・
社
会
奉
仕
の
精
神

　

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、　

　

社
会
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

・
基
本
的
人
権
の
尊
重

　

個
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
そ
の
身

　

上
に
関
す
る
秘
密
を
守
り
ま
す
。

・
政
治
的
中
立

　

職
務
上
の
地
位
を
政
党
ま
た
は
政

　

治
的
目
的
の
た
め
に
利
用
し
ま
せ

　

ん
。

　

敬
称
略
、
担
当
地
域（　

）内
に　

表
示
、
居
住
地
域
□
内

〈
高
田
地
区
〉

田
中　

成
美（
西
町
、
神
明
町
、
宮

　

西
町
、
御
所
町
、
高
田
馬
場
町
）

佐
竹　

弘
行（
中
町
、
東
町
、
常
盤 

　

町
、
永
和
町
、
栄
町
）

久
保
田　

耕
司（
大
正
町 

、
松
山
町
）

大
橋　

裕
幸（
田
代
町
、
元
町
、
東

　

洋
町
西
、
東
洋
町
東
）

藤
井　

庄
𠮷（
昭
和
町
、
大
和
町
、

　

城
前
町
、
相
生
町
）

田
中　

八
重
子（
下
川
原
、
南
町
、

　

協
進
町
）　

中
村　

義
人（
島
田
）

蓮
寺　

正
信（
下
高
田
）

峰　

恵（
押
越（
西
・
北
・
中
・
東
）、

　

み
の
り
が
丘
）

田
中　

一（
烏
江
）

〈
養
老
地
区
〉

毘
盧
谷　

美
智
代（
沢
田
、
桜
井
、

　

上
方
）

渡
邉　

一
男（
竜
泉
寺
、
五
日
市
、

　

喜
勢
）

古
市　

鈴
子（
石
畑
、
柏
尾
）

三
輪　

裕
美（
柏
尾
新
田
、
明
徳
、

　

松
栄
町
）

野
﨑　

英
雄（
養
老
白
石
、
養
老
、

　

養
老
公
園
、
新
高
林
、
京
ケ
脇
）

〈
広
幡
地
区
〉

香
川　

隆
俊（
飯
ノ
木
、
緑
町（
飯
ノ

　

木
分
））

栗
田　

康
久（
口
ケ
島
、
西
岩
道
）

北
村　

清
孝（
大
跡
、
緑
町（
大
跡

　

分
））

中
原　

祥
子（
岩
道
、
南
岩
道
）

〈
上
多
度
地
区
〉

田
中　

英
治（
鷲
巣（
駅
前
以
外
））

寺
倉　

禮
子（
鷲
巣（
駅
前
））

水
谷　

英
重（
北
小
倉
、
南
小
倉
）

林　

邦
雄（
西
小
倉
）

田
中　

治
子（
田
、
有
尾
、
横
屋
）

大
橋　

幹
夫（
若
宮
、
船
見
、
一
色
）

〈
池
辺
地
区
〉

前
田　

里
子（
大
巻
上
、
寺
町
、
堤
、

　

仁
保
、
美
波
）

伊
藤　

壽
朗（
小
坪
、
高
柳
、
釜
段
）

杉
野　

忠
司（
瑞
穂（
東
・
西
）、
垂

　

穂
、
み
ず
ほ
）

松
永　

博
孝（
根
古
地
、
大
場
）

細
川　

貴
子（
平
東（
１
・
２
））

桐
山　

妙
子（
平
東
３
）

〈
笠
郷
地
区
〉

桑
原　

利
恵（
栗
笠
）

兒
玉　

法
彰（
下
笠（
三
ツ
屋
、和
田
、

　

東
江
下
、
東
江
下
南
、
野
崎
、
野

　

崎
南
、
構
東
））

宮
堂　

宏
宣（
下
笠（
懐
、
構
、
構
北
、

　

西
江
下
、東
江
下
北
、中
村
、中
島
、

　

中
島
南
））

安
田　

英
信（
船
附（
鼠
ケ
森
、
港
、

　

中
屋
敷
、
紺
屋
敷
））

藤
井　

清（
船
附（
寺
屋
敷
、六
羽
野
、

　

村
前
東
、
元
屋
敷
、
大
割
田
））

澁
谷　

均（
大
野（
上
・
下
）、
米
野
、

　

除
内
）

近
藤　

久
実（
上
之
郷
）

〈
小
畑
地
区
〉

若
山　

ま
つ
子（
飯
田（
東
・
西
・
南
・

　

北
））

髙
木　

薫（
飯
田（
島
里
線
、
島
下
、

　

除
北
））、
飯
田
東

日
比　

あ
や
子（
大
坪
）

榮
馬　

多
恵
子（
蛇
持
、
立
長
）

禿　

憲
正（
祖
父
江
、
江
月
）

〈
多
芸
地
区
〉

日
野　

生
子（
直
江
）

加
納　

靖
弘（
飯
積
、
金
屋
）

髙
木　

祥
子（
泉
町
、三
神
町
６
班
）

髙
木　

美
道（
三
神
町（
１
・
２
班
）、

　

寿
町
）

髙
木　

和
博（
三
神
町（
３
・
４
・
５

　

班
））

髙
木　

泉（
三
神
町（
７
・
８
班
））

吉
川　

そ
の
子（
滝
見
町
）

〈
日
吉
地
区
〉

藤
井　

英
俊（
仁
位
、
安
久
、
宇
田

　
（
西
・
東
））

森
川　

一
俊（
北
野
、
角
田
、
堀
之

　

内
）

大
橋　

み
ち
子（
中
、
豊
、
新
宮
）

大
久
保　

陽
一（
別
庄
、
橋
爪（
西
・

　

中
・
北
・
東
））

〈
室
原
地
区
〉

西
脇　

文
子（
室
原（
報
徳
、
相
互
、

　

井
畑
、
北
部
、
南
部
、
小
栗
栖
）

髙
木　

勝
江（
新
宮
、
第
一
、
色
目

　

東
、
色
目
西
、
桜
の
里
）

主
任
児
童
委
員

山
内　

智
音（
高
田
、
養
老
、
広
幡
）

安
田　

伸
子（
上
多
度
、池
辺
、笠
郷
）

西
尾　

朋
子（
小
畑
、
多
芸
、
日
吉
、

　

室
原
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
紹
介
し
ま
す

安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
づ
く
り
の
た
め
活
動
し
て
い
る
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